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宇
治
大
納
言
物
語
」
成
立
の
周
辺

源
 
隆
 
国
 
と
 
説
 
話

高

橋

貢

隔
、
散
…
伏
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
の
面
影

 
す
で
に
故
片
寄
正
義
氏
（
「
今
昔
物
語
集
の
研
究
」
上
）
等
に
よ
っ
て
報
告

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宇
治
大
納
言
源
隆
国
撰
に
よ
る
三
目
「
宇
治
大
納
言
物

語
」
の
侠
話
・
侠
文
と
考
え
ら
れ
る
話
や
、
面
影
を
伝
え
る
文
章
が
今
日
、
七

大
寺
巡
礼
私
記
、
回
外
抄
、
雑
談
集
〉
河
海
抄
、
異
本
紫
明
抄
、
宝
物
集
、
園
、

城
寺
伝
記
、
愚
管
抄
、
真
言
伝
、
是
害
坊
絵
詞
等
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
断
片
的
な
話
を
見
る
と
、
こ
の
『
大
納
言
物
語
』
は
霊
験
・
奇
瑞
の
話
、
歌
・

を
め
ぐ
っ
て
の
話
、
貴
族
や
物
語
作
家
の
裏
話
等
、
仏
教
・
世
俗
に
関
す
る
話

を
集
め
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
。
現
存
す
る
話
は
全
部
日
本
で
起
こ
っ
た
話
で

あ
る
が
、
宇
治
拾
遺
物
語
の
序
に
「
世
に
、
宇
治
大
納
言
物
語
と
い
ふ
物
あ

り
。
 
（
中
略
〉
天
竺
の
事
も
あ
り
、
大
唐
の
事
も
あ
り
、
日
本
の
事
も
あ
り
。

そ
れ
が
う
ち
に
、
貴
き
事
も
あ
り
、
を
か
し
き
事
も
あ
り
、
お
そ
ろ
し
き
事
も

あ
り
、
哀
な
る
事
も
あ
り
、
き
た
な
き
事
も
あ
り
、
少
々
は
、
空
物
語
も
あ

り
M
利
口
な
る
事
も
あ
り
、
様
々
や
う
く
な
り
。
」
と
記
し
て
い
る
一
文
に
よ

る
と
、
皇
国
・
印
度
に
も
わ
た
る
様
々
の
話
を
集
め
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
。

 
『
大
納
言
物
語
』
の
中
に
は
今
昔
物
語
集
や
宇
治
拾
遺
物
語
と
重
複
す
る
話

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
 
『
今
昔
』
や
『
宇
治
拾
遺
』
と
同
一
書
と
考
え
ら
れ
て
い

た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
今
日
で
は
『
今
昔
』
等
に
影
響
を
与
え
て
は
い
る

が
、
同
一
書
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
ほ
ぼ
確
定
し
て
来
て
い
る
。
そ
れ

で
は
説
話
文
学
史
上
に
お
け
る
『
大
納
言
物
語
』
、
、
及
び
撰
者
隆
国
の
価
値
は

落
ち
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
『
大
納
言
物
語
」
の
直
接
・

間
接
的
な
影
響
を
後
続
の
説
話
集
等
に
大
き
く
与
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
成
立

や
編
集
に
刺
激
を
与
え
た
功
績
は
大
き
い
。

 
長
野
嘗
一
氏
（
「
宇
治
大
納
言
を
め
ぐ
る
」
日
本
文
学
の
諸
相
所
収
、
そ
の
他
）

も
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
隆
国
、
及
び
当
国
周
辺
の
人
々
は
説
話
に
興
味
を
持

ち
、
ま
た
説
話
集
を
編
集
す
る
た
め
の
め
ぐ
ま
れ
た
地
盤
を
持
っ
て
い
た
。
本

論
文
で
は
そ
れ
ら
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
を
ま
と
め
、
述
べ
て
み
る
。

二
、
隆
国
の
文
学
的
環
境

 
始
め
に
隆
国
ま
で
の
系
統
、
及
び
文
学
的
環
境
に
つ
い
て
概
略
す
る
。

 
豊
国
は
醍
醐
源
氏
の
血
筋
を
受
け
て
い
る
。
即
ち
、
祖
父
は
西
宮
左
大
臣
高

明
で
あ
り
、
父
は
四
納
言
の
一
人
、
俊
賢
で
あ
る
（
尊
卑
分
脈
Y
。
高
明
は
政
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散
秩
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
成
立
の
周
辺
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源
隆
国
と
説
話
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治
的
に
は
藤
原
氏
の
た
め
に
失
脚
さ
せ
ら
れ
、
安
和
の
変
に
よ
っ
て
左
遷
さ
れ

て
い
る
が
、
歌
人
と
し
て
は
す
ぐ
れ
、
後
拾
遺
和
歌
集
以
下
、
勅
撰
和
歌
集
に

和
歌
は
二
十
首
以
上
と
ら
れ
て
い
る
し
、
高
明
の
歌
を
集
め
た
歌
集
に
西
宮
左

大
臣
御
集
が
あ
る
。

 
高
明
の
兄
弟
に
兼
明
親
王
が
い
る
。
親
王
は
詩
文
に
長
じ
、
特
に
本
朝
文
粋

に
「
菟
嚢
賦
」
「
憶
二
鰯
山
【
二
首
」
「
髪
結
詞
」
 
「
池
亭
記
」
等
の
詩
文
が
と
ら

れ
て
い
る
。

 
俊
賢
は
和
歌
の
方
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
隆
国
は
勅
撰
集
に
数
首
の
歌

を
載
せ
て
い
る
。
一
勅
撰
作
者
部
類
に
よ
る
と
、
後
拾
遺
集
、
千
載
集
、
新
古

今
集
、
続
古
今
集
、
玉
葉
集
に
そ
れ
ぞ
れ
一
首
ず
つ
載
せ
て
い
る
。

 
な
お
狭
衣
物
語
の
作
者
は
従
来
六
条
斎
院
宣
旨
（
源
頼
国
女
）
と
い
わ
れ
て

い
た
が
、
近
年
宣
旨
の
再
婚
の
相
手
を
隆
国
と
す
る
説
が
有
力
に
な
っ
て
い
る

 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
日
本
古
典
全
書
「
狭
衣
物
語
」
解
説
）
。
彼
女
は
、
「

永
承
元
年
（
一
〇
四
六
）
に
謀
子
内
親
王
が
賀
茂
斎
院
に
入
る
と
、
宣
旨
に
選

ば
れ
て
内
親
王
に
仕
え
た
が
、
以
後
内
親
王
主
催
の
歌
合
に
た
び
く
出
席
し

・
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
内
親
王
と
宣
旨
が
物
語
に
対
し
て
強
い
興
味
を
持
っ

て
い
た
こ
と
は
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
に
行
な
わ
れ
た
物
語
合
に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
が
、
特
に
宣
旨
の
物
語
へ
の
興
味
が
隆
国
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

 
隆
国
の
姉
妹
に
成
尋
詩
書
梨
の
母
が
い
る
。
彼
女
の
著
と
さ
れ
る
も
の
に
成

 
 
 
 
 
 
 
 
註
1

表
替
青
梨
母
集
が
あ
る
。
ま
た
子
の
成
尋
が
入
宋
し
た
時
の
日
記
に
参
天
台
五

三
山
記
が
あ
る
。
 
（
玉
井
幸
助
氏
「
成
尋
阿
蟹
走
の
家
系
」
文
学
 
昭
和
十
八

年
七
月
、
永
井
義
憲
氏
「
無
想
阿
漕
梨
母
集
の
研
究
」
日
本
仏
教
文
学
研
究
所

収
）
。

 
狭
衣
物
語
・
成
尋
阿
閣
梨
母
集
・
参
天
台
五
津
山
記
に
は
、
今
昔
物
語
暗
所

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
ね
 

轟
轟
と
類
似
す
る
話
が
あ
る
し
、
ま
た
あ
る
い
は
類
似
話
か
ら
影
響
を
受
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
左
に
そ
の
例
を
上
げ
る
。

 
 
一
、
狭
衣
物
語
 
巻
一
に
、
狭
衣
中
将
（
後
に
中
納
言
）
の
思
い
人
、
飛
鳥

井
女
君
を
、
中
将
の
乳
母
の
子
、
式
部
大
夫
が
盗
み
出
し
、
九
州
に
連
れ
て
行

'
く
が
、
途
中
の
虫
明
の
瀬
戸
で
女
君
は
入
水
を
企
て
て
行
方
不
明
に
な
る
話
が

あ
る
。

 
貴
族
の
姫
君
が
盗
ま
れ
る
話
は
物
語
、
説
話
に
種
々
伝
わ
っ
て
い
る
。
平
安

時
代
の
物
語
、
説
話
か
ら
は
左
の
よ
う
な
例
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
◎
、
堤
中
納
言
物
語
「
花
櫻
折
る
少
將
」
に
は
、
中
将
が
夜
ふ
け
に
姫
君
の

家
に
行
っ
て
女
を
車
に
乗
せ
て
帰
る
。
と
こ
ろ
が
女
は
姫
君
で
は
な
く
、
祖
母

の
尼
で
あ
っ
た
と
い
う
話
を
載
せ
て
い
る
。

 
㊨
、
大
和
物
語
第
一
五
五
段
は
、
内
舎
人
が
大
納
言
の
娘
を
奪
っ
て
逃
げ
、

陸
奥
国
の
安
積
山
に
庵
を
建
て
て
住
ん
だ
。
女
は
男
の
留
守
の
時
、
山
の
井
に

姿
を
う
つ
し
て
容
貌
の
変
っ
て
い
る
の
に
驚
き
、
死
ん
だ
話
で
あ
る
。
こ
の
話

は
今
昔
物
語
集
巻
三
十
第
八
「
大
納
言
娘
、
土
取
内
舎
人
語
」
に
同
話
が
あ
る
。

．
，
⑧
、
更
級
日
記
に
は
、
帝
の
娘
が
火
を
た
く
衛
士
の
家
を
見
た
く
思
い
、
衛

士
に
負
わ
れ
て
武
蔵
国
に
行
っ
て
住
ん
だ
と
い
う
伝
説
を
の
せ
る
。

 
二
、
狭
衣
物
語
■
巻
一
に
、
狭
衣
申
将
が
夜
な
夜
な
飛
鳥
井
女
君
を
訪
れ
る

の
を
、
お
供
の
人
が
左
の
よ
う
に
批
評
し
て
い
る
所
が
あ
る
。

 
 
「
『
か
㌧
る
事
は
な
か
り
つ
る
も
の
を
」
『
い
か
ば
か
か
な
る
べ
き
吉
祥
天
・

平
な
ら
ん
』
 
『
さ
る
は
、
い
と
憎
げ
な
き
御
事
の
濡
色
ぞ
す
め
る
』
」

 
天
祥
天
女
と
の
恋
の
記
述
は
、
平
安
時
代
の
物
語
で
は
、
宇
津
保
物
語
「
初

秋
」
、
源
氏
物
語
「
帯
木
」
の
巻
に
見
ら
れ
る
が
、
一
方
説
話
集
に
は
左
の
よ
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う
な
話
が
あ
る
。

 
⑪
、
日
本
霊
異
記
巻
中
里
十
三
「
生
愛
欲
懸
吉
祥
天
女
嫁
感
溶
岩
奇
表
縁

」
 
（
今
昔
物
語
集
巻
十
七
第
四
十
五
「
吉
祥
天
女
尊
像
奉
犯
人
語
」
に
引
用
さ

れ
て
い
る
）
は
左
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

 
 
和
泉
国
の
山
寺
に
吉
祥
天
女
の
像
が
あ
っ
た
。
信
濃
国
の
優
婆
塞
が
そ
の

 
像
に
「
あ
な
た
の
よ
う
な
美
し
い
女
を
下
さ
い
」
と
祈
っ
た
。
す
る
と
あ
る

 
夜
優
婆
塞
は
そ
の
像
と
通
じ
た
夢
を
見
た
。
翌
朝
起
き
て
み
る
と
、
像
の
腰

 
の
と
こ
ろ
が
け
が
れ
て
い
た
。

 
㊨
、
古
本
説
話
集
 
第
六
十
二
「
和
泉
念
々
分
書
式
持
艶
寄
吉
祥
天
女
事
」

は
左
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

 
 
和
泉
国
の
国
分
寺
に
吉
祥
天
女
像
が
あ
っ
た
。
鐘
つ
き
の
僧
が
そ
の
像
に

 
恋
を
す
る
と
、
あ
る
夜
天
女
が
「
お
前
の
妻
に
な
ろ
う
」
と
夢
に
出
て
言
っ

 
た
。
夢
の
お
告
げ
に
従
っ
て
男
は
現
れ
た
女
と
結
婚
し
た
。
の
ち
に
男
に
親

 
し
い
女
が
で
き
る
と
、
妻
は
姿
を
消
し
た
。

 
三
、
成
尋
阿
闇
梨
母
集
に
左
の
話
を
記
し
て
い
る
。

 
a
、
摩
耶
夫
人
は
釈
迦
を
産
ん
で
死
ん
だ
の
で
、
浄
飯
蛸
が
養
い
、
育
て

た
。 

 
（
さ
か
佛
、
ま
や
ふ
入
と
老
け
る
、
う
み
お
き
て
う
せ
た
ま
ひ
に
け
れ
は

 
て
㌧
上
ほ
ん
わ
う
と
更
す
、
ひ
と
り
や
し
な
ひ
て
、
お
ひ
た
て
給
ひ
た
る
と

 
こ
そ
は
き
～
は
へ
れ
。
）

 
b
、
昔
、
連
繋
太
子
は
花
園
に
遊
ん
で
、
四
，
門
か
ら
出
る
と
、
人
間
の
生
老

 
病
死
の
四
苦
を
見
て
、
出
家
し
た
。

 
 
（
そ
れ
に
む
か
し
、
太
子
、
は
な
そ
の
に
あ
そ
ひ
、
い
て
た
ま
ふ
に
は
、

 
四
め
ん
の
か
と
に
ん
ま
る
㌧
も
の
お
み
し
と
て
、
か
へ
り
て
、
い
ま
ひ
と
つ

散
侠
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
成
立
の
周
辺
-
 
源
三
国
と
説
話
一

の
か
と
に
お
は
す
る
に
、
お
い
て
ゆ
～
し
け
な
る
も
の
を
み
る
。
ま
た
か
へ
り

て
つ
き
の
に
、
や
ま
み
す
る
も
の
を
み
て
か
へ
り
、
つ
き
の
に
、
し
ぬ
る
み
て

か
へ
り
給
て
の
ち
に
、
よ
ひ
い
て
～
お
は
し
け
れ
。
）

 
c
、
成
尋
が
入
宋
し
た
と
聞
い
た
時
の
悲
し
い
気
持
か
ら
、
十
五
歳
の
時
、

三
河
入
道
大
江
定
基
が
親
を
捨
て
て
中
国
に
渡
る
人
だ
と
聞
い
て
、
そ
の
時
は

何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て
、
そ
の
親
の
心
は
ど
ん
な
で
あ
っ
た

ろ
う
か
と
記
し
て
い
る
。

 
 
（
ひ
か
す
も
は
か
な
く
す
き
て
、
六
月
に
な
り
ぬ
。
三
月
許
に
、
ま
こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
・
）

 
に
わ
た
り
給
に
け
り
と
き
㌧
・
は
て
㌧
、
い
ま
は
み
の
た
い
も
か
く
に
こ
そ
は

 
と
、
い
と
あ
は
れ
に
、
た
く
ひ
な
か
り
け
る
身
の
す
く
せ
、
お
し
は
か
ら
れ

 
た
る
に
も
、
む
か
し
十
五
許
な
り
し
ほ
と
に
、
み
か
は
の
入
道
と
い
ふ
人
わ

 
た
る
と
て
、
た
う
に
み
て
た
て
ま
つ
る
ぬ
ひ
佛
あ
つ
ま
り
て
人
の
み
し
に
、

 
い
か
な
る
人
そ
と
人
の
い
ひ
し
に
、
を
や
を
す
て
㌧
わ
た
る
、
あ
は
れ
な
と

 
旧
い
ひ
し
、
な
に
と
も
お
ほ
え
さ
り
し
、
い
ま
そ
を
や
い
か
に
と
あ
は
れ

 
に
、
こ
れ
も
人
は
さ
こ
そ
は
い
ふ
ら
め
、
い
ま
そ
身
を
し
る
に
、
い
み
し
う

 
い
か
て
と
、
思
ひ
い
て
ら
る
㌧
こ
と
お
ほ
か
り
け
る
あ
り
さ
ま
の
、
こ
の
世

 
に
い
き
た
ま
へ
ら
ん
に
い
き
あ
は
す
は
、
は
ち
す
の
う
へ
に
て
そ
と
の
た
ま

 
ひ
し
、
な
と
て
も
め
も
い
は
て
、
た
・
な
き
か
な
し
む
こ
占
の
み
し
て
、
い

 
た
し
ゃ
り
き
こ
え
け
む
と
そ
、
く
や
し
う
わ
ひ
し
う
お
ほ
ゆ
る
。
）
．

右
の
話
の
う
ち
、
a
は
今
昔
物
語
集
巻
一
第
二
「
糧
迦
如
来
、
人
界
職
給
語

」
に
、
b
は
今
昔
物
語
集
 
巻
一
第
三
「
悉
達
太
子
、
在
城
受
樂
語
」
に
同
様

三
三
が
あ
る
・
ま
た
。
の
大
江
定
基
の
入
宋
に
関
す
る
話
は
・
今
昔
物
語
集

巻
十
九
第
二
「
参
河
守
大
江
定
基
出
家
語
」
等
に
見
ら
れ
る
。

四
、
参
天
台
五
墓
山
記
 
第
七
の
三
月
七
日
の
条
に
左
の
話
を
記
し
て
い
る
。
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弘
法
大
師
は
青
竜
寺
で
恵
愛
和
尚
よ
り
請
雨
経
法
を
伝
受
し
（
本
朝
に
帰
っ

 
て
、
神
泉
苑
で
請
雨
経
を
修
し
て
雨
を
降
ら
せ
た
。

 
 
（
行
事
張
芝
保
來
談
話
。
問
云
。
日
本
工
芸
三
下
如
二
閣
梨
一
祈
レ
雨
得
二
感

 
鷹
｝
人
上
子
。
答
云
。
多
々
也
。
就
中
眞
言
宗
祖
師
弘
法
大
師
灘
空
涙
二
唐
朝
一

 
三
二
青
龍
三
三
果
和
尚
一
傳
二
受
請
雨
経
常
一
。
露
二
本
朝
一
後
依
二
者
家
請
一
心
二

“
神
泉
苑
一
修
二
請
雨
経
一
。
時
修
圓
僧
都
成
二
嫉
妬
心
［
駈
二
十
龍
一
納
二
水
瓶
一
。
而

 
弘
法
大
師
祈
雨
壇
上
茅
龍
穿
二
堂
上
一
登
・
天
降
二
大
雨
一
。
後
年
又
修
二
祈
雨

 
法
一
。
於
二
神
泉
苑
池
邊
石
上
一
瓢
色
感
乗
二
黒
龍
背
一
出
現
。
弘
法
大
師
井
弟

 
子
高
僧
實
恵
大
僧
都
・
眞
濟
僧
正
・
眞
雅
僧
正
・
眞
盤
渓
二
等
十
人
同
無
二

 
金
色
龍
一
。
尋
人
不
レ
見
。
大
師
云
。
此
金
色
龍
是
無
熱
池
善
如
龍
王
之
博
労

 
云
々
。
其
後
大
雨
三
下
。
従
レ
其
以
来
眞
言
宗
修
二
此
秘
法
一
必
三
二
大
雨
一
。

 
近
五
十
年
来
見
下
山
海
僧
正
修
二
此
法
一
毎
度
感
夢
雨
。
世
云
二
雨
僧
正
一
。
其
弟

 
子
現
有
二
成
尊
僧
都
一
修
二
請
雨
維
法
一
感
二
大
雨
【
。
）

 
右
の
話
の
申
の
、
修
円
僧
都
が
弘
法
大
師
の
祈
雨
を
邪
魔
す
る
話
は
、
弘
法

大
師
御
書
巻
下
、
及
び
太
平
記
巻
十
二
「
神
泉
苑
事
」
に
あ
る
（
考
証
今
昔
物

語
集
巻
十
四
第
四
十
に
よ
る
）
。
な
お
今
昔
物
語
集
巻
十
四
第
四
十
「
弘
法
大

師
、
挑
修
論
僧
都
語
」
に
弘
法
大
師
と
修
円
僧
都
が
法
力
を
競
う
話
を
記
し
て

い
る
。
次
に
弘
法
大
師
が
祈
雨
法
を
修
し
た
時
、
大
師
と
主
な
弟
子
僧
等
十
人

だ
け
が
金
色
の
竜
を
見
た
話
は
、
今
昔
物
語
集
巻
十
四
第
四
十
一
「
弘
法
大
師

陛
下
読
経
法
降
雨
語
」
、
打
聞
集
書
十
九
「
弘
法
大
師
請
雨
遊
事
」
に
見
え

る
。
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，

 
以
上
の
点
か
ら
見
て
、
隆
国
の
文
学
的
環
境
は
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
．
狭
衣
物
語
、
成
尋
五
重
梨
母
集
、
参
天
台
五
墓
山
記
に
今

昔
物
語
集
等
に
見
え
る
話
と
同
様
の
話
が
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。
『
大
納
言
物

語
」
に
右
の
よ
う
な
話
が
と
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
戦
国

が
こ
れ
ら
の
話
を
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
知
る
機
会
が

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
は
無
理
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
露
国
周
辺
の
人
が
説
話
を
持
っ
て
い
た
証
拠
と
し
て
、
左
の
話
を
一

つ
の
資
料
と
し
て
と
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
今
昔
物
語
集
巻
十
五
第
四
十
二
「
義
孝
小
将
、
往
生
語
」
、
及
び
大
鏡
「
太

政
大
臣
伊
弄
」
に
後
少
将
藤
原
義
孝
が
往
生
し
た
話
を
の
せ
て
い
る
。
義
孝
の

往
生
話
は
、
平
安
時
代
中
後
期
の
人
々
の
評
判
に
な
っ
て
い
た
と
見
え
、
日
本

往
生
極
楽
記
、
栄
花
物
語
、
後
置
遣
和
歌
集
等
、
種
々
の
書
物
に
記
さ
れ
て
い

る
。
貴
族
の
漢
文
日
記
に
は
、
台
密
 
天
養
元
年
（
＝
心
心
）
十
二
月
十
五
日
の

条
に
見
え
る
。
即
ち
左
の
通
り
で
あ
る
。

 
「
去
夜
雨
レ
雪
、
（
宰
相
申
将
教
長
・
と
）
壁
画
世
尊
寺
一
、
乍
・
車
、
遺
レ
人
見
レ

之
、
有
二
一
梅
一
、
宰
相
云
、
號
二
往
生
梅
「
、
義
孝
居
二
此
所
一
之
故
也
。
」

 
右
は
話
芸
の
筆
者
、
藤
原
頼
長
が
宰
，
相
中
将
藤
原
教
導
と
世
尊
寺
に
雪
見
に

行
っ
た
時
の
記
事
で
あ
る
。
右
の
記
事
の
中
で
、
教
長
は
義
孝
が
世
尊
寺
に
い

た
の
で
、
そ
こ
の
一
本
の
梅
を
往
生
の
梅
と
号
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

 
義
孝
が
生
前
世
尊
寺
の
紅
梅
の
木
の
下
に
来
て
、
念
仏
を
唱
え
、
往
生
を
祈

る
話
は
、
今
昔
物
語
集
と
大
鏡
に
あ
る
。
今
昔
物
語
集
、
大
鏡
に
は
こ
の
話
を

だ
れ
が
語
り
、
伝
え
た
と
は
記
ざ
な
い
。
な
お
今
昔
物
語
集
に
は
、
こ
の
話
の

後
に
義
孝
が
死
ん
で
藤
原
高
遠
の
夢
に
出
て
詩
を
持
し
た
話
が
あ
る
が
、
こ
の

話
に
つ
い
て
、
 
「
其
ノ
後
チ
、
高
遠
ノ
中
将
、
此
ノ
文
ヲ
書
付
テ
置
テ
ケ
リ
。

此
レ
ヲ
聞
ク
入
、
『
道
心
有
ル
人
ハ
、
後
ノ
世
ノ
事
ハ
愚
シ
カ
ル
ベ
シ
』
ト
ナ

ム
云
テ
、
讃
メ
貴
ピ
ケ
ル
。
」
と
記
す
。
大
鏡
に
は
、
故
義
孝
は
母
、
僧
重
縁
、

藤
原
埋
土
の
夢
に
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
、
義
孝
往
生
の
話
が
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貴
族
や
賀
縁
等
の
僧
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
語
り
、
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
推
定
で
き
る
。
た
だ
し
、
高
遠
、
実
例
等
が
今
昔
物
語
集
所
収
話
を
そ
の
通

り
に
語
り
、
伝
え
た
か
ど
ケ
か
は
、
他
に
資
料
が
な
い
の
で
明
確
に
は
で
き
な

い
。
一
方
旧
記
の
記
事
に
よ
っ
て
、
義
孝
の
話
を
弓
長
が
知
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
平
安
時
代
後
期
に
こ
の
話
は
貴
族
間
に
流
布
し
、
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
尊
卑
分
脈
に
よ
る
と
、
教
導
の
母
は
源
俊
明
の
女
で
あ
る
。

 
 
（
尊
卑
分
脈
「
師
實
公
孫
」

 
 
 
 
弓
長

 
 
 
能
書
 
寄
人
 
左
京
大
夫
 
参
議
正
三
位

 
 
 
 
 
 
 
〔
源
〕

 
 
 
母
民
部
卿
俊
明
女
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
・

 
 
 
保
元
～
七
十
一
出
家
 
法
名
親
機

 
 
 
同
年
八
三
配
流
 
常
陸
国
）

 
俊
明
は
隆
国
の
子
で
、
中
右
記
等
に
よ
る
と
、
故
実
に
く
わ
し
い
。
し
か
し

俊
明
が
義
孝
の
往
生
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

 
な
お
俊
明
は
江
談
抄
 
第
一
「
佛
旧
事
」
で
、
左
の
よ
う
な
話
を
し
て
い
る
。

 
 
「
熊
野
三
所
本
馬
事
。

 
 
又
問
云
。
熊
野
三
所
川
縁
如
何
。
被
レ
答
云
。
熊
野
三
所
ハ
伊
勢
芝
露
宮

 
御
身
云
々
。
本
宮
丼
新
宮
ハ
太
神
宮
也
。
那
智
ハ
荒
祭
。
又
太
石
場
ハ
救
世

 
観
音
御
細
身
云
々
。
此
事
民
部
卿
俊
明
所
レ
被
レ
談
也
云
々
。
」

三
、
藤
原
頼
通
と
の
関
係

第
二
に
隆
国
が
藤
原
頼
通
と
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
 
『
大
納
言
物

散
侠
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
成
立
の
周
辺
 
一
源
隆
国
と
説
話
一

語
』
を
成
立
さ
せ
る
一
地
盤
と
し
て
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
諸
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、
元
来
『
大
納
言
物
語
』
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
話
を
調
べ
る
と
、
頼
通
が
関
係
し
て
い
る
話
が
二
話
あ
る
。
即
ち
左
の
話
で

あ
る
。

 
愚
管
抄
 
第
三
所
収
の
話
は
、
一
条
院
崩
御
の
後
、
道
長
が
御
手
箱
を
開
い

た
と
こ
ろ
、
寅
筆
で
「
三
光
欲
・
明
覆
二
重
雲
一
大
精
暗
」
と
書
い
て
あ
っ
た
の

興
，で

道
長
は
そ
の
文
書
を
全
部
読
ま
な
い
で
焼
い
た
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
こ
の

話
の
後
に
「
宇
治
殿
（
頼
通
）
ハ
隆
國
宇
治
大
納
言
。
 
ニ
バ
カ
タ
ラ
セ
給
ピ
ケ
ル

ト
。
隆
國
ハ
記
シ
テ
侍
ナ
レ
。
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。

 
七
大
寺
巡
礼
私
記
「
興
福
寺
焼
亡
後
造
畢
間
三
箇
勝
事
」
は
、
永
承
元
年

（
δ
ま
）
に
興
福
寺
が
焼
失
し
て
再
建
し
た
時
の
三
つ
の
勝
事
を
記
し
て
い

る
。
七
大
寺
巡
礼
私
記
に
は
、
こ
の
勝
事
の
始
め
に
「
口
伝
云
」
、
後
に
「
宇

治
大
納
言
物
語
同
レ
之
」
と
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
興
福
寺
が
再
建
さ
れ
、

永
承
三
年
三
月
二
日
に
供
養
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
記
事
は
「
造

興
福
寺
記
」
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
左
の
通
り
頼
通
と
共
に
寒
国
が
参

加
し
て
い
る
。

 
 
「
三
月
庚
子
。
天
晴
陰
。
寅
二
黙
。
安
二
置
直
垂
於
金
堂
一
。
左
右
楽
所

 
獲
二
紳
分
馬
前
一
。
須
之
止
レ
之
。
 
（
中
略
）
巳
一
刻
。
左
大
臣
（
頼
通
）
。

噛
引
二
率
内
大
臣
灌
大
納
言
藤
原
能
信
卿
。
藤
原
長
家
卿
。
源
師
房
卿
。
椹
申

 
納
言
藤
原
資
心
添
。
源
隆
國
卿
。
 
（
中
略
）
式
部
大
輔
同
資
業
卿
画
一
。
到
二

 
南
大
門
前
一
。
」
（
本
文
は
大
日
本
仏
教
全
書
に
よ
る
）

 
右
の
二
つ
の
話
や
記
事
に
よ
っ
て
、
「
大
納
言
物
語
』
に
は
、
隆
国
が
頼
通

と
親
し
か
っ
た
こ
と
に
何
か
関
係
の
あ
る
話
が
幾
話
か
と
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
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隆
国
が
頼
通
と
親
し
か
っ
た
こ
と
を
示
す
話
と
し
て
、
左
の
二
話
を
上
げ
る

 
こ
と
が
で
き
る
。

 
古
事
談
 
第
二
「
葉
茶
騎
小
馬
事
」
一
隆
国
は
小
馬
を
足
駄
と
称
し
て
、
馬

に
乗
っ
て
頼
通
の
邸
を
出
入
し
た
。

 
 
（
隆
国
卿
於
三
蓋
縣
一
参
二
仕
宇
治
殿
一
之
時
。
真
実
ノ
小
馬
二
乗
テ
乍
二
騎

 
馬
一
出
入
云
々
。
大
納
言
被
レ
申
云
。
此
ハ
馬
ニ
ハ
候
ハ
ズ
。
足
駄
ニ
テ
候
へ
．

 
バ
可
レ
蒙
二
御
免
一
云
々
。
宇
治
殿
令
レ
入
レ
興
給
テ
許
容
云
々
。
）

 
古
今
著
聞
集
し
三
三
「
宇
治
大
納
言
隆
國
臨
時
祭
の
陪
従
を
勤
む
る
事
」
1

三
国
が
申
将
に
な
っ
た
年
の
こ
と
、
臨
時
の
祭
の
陪
従
の
役
を
勤
め
る
よ
う
言

わ
れ
た
の
で
、
義
血
は
怒
っ
て
承
知
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
頼
通
が
馬
を
与

え
る
と
、
機
嫌
を
直
し
て
勤
め
た
。

 
 
（
宇
治
大
納
言
隆
国
卿
、
中
将
に
な
り
た
り
け
る
年
、
臨
時
の
祭
陪
従
つ

 
か
う
ま
つ
る
べ
き
よ
し
催
さ
れ
け
れ
ば
、
腹
立
て
装
束
う
け
と
ら
ず
、
衣
ひ

 
き
か
づ
き
て
直
盧
に
ふ
さ
れ
た
り
け
る
に
、
宇
治
殿
、
公
武
を
も
ち
て
、

 
乗
馬
を
た
ま
は
せ
た
り
け
れ
ば
、
お
き
あ
が
り
て
装
束
き
、
魑
勤
ら
れ
侍
け

 
り
。
）

 
隆
国
が
頼
通
と
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
頼
通
女
寛
子
が
入
内
し
て

皇
后
に
な
る
と
、
隆
国
が
皇
后
宮
大
夫
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
い
え
る
。

 
 
（
栄
花
物
語
 
巻
三
十
六
「
根
あ
は
せ
」

 
'
「
俄
に
革
嚢
殿
に
姫
君
お
は
し
ま
し
け
る
を
、
い
ま
だ
稚
く
も
お
は
し
ま

 
し
け
る
、
や
う
く
大
人
び
さ
せ
導
け
る
を
、
上
に
つ
㌧
み
申
さ
せ
給
へ
る

 
を
、
さ
の
み
や
は
と
お
ぼ
し
，
め
し
け
れ
ば
、
内
に
参
ら
せ
給
。
《
中
略
》
二
月

 
に
后
に
た
㌧
せ
給
。
《
濫
費
》
大
夫
に
は
隆
國
の
中
納
言
、
」
）

 
隆
国
は
寛
子
や
藤
原
頼
宗
の
女
延
子
が
主
催
し
た
歌
合
に
出
席
し
た
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
の
歌
合
の
中
に
伊
勢
大
輔
等
著
名
な
女
流
歌
人
の
名
が
見
え
る
（

永
承
五
年
谷
O
U
O
》
四
月
廿
六
日
 
前
麗
景
殿
女
御
延
子
歌
絵
合
、
天
喜
四
年

《
一
〇
ま
》
．
四
月
珊
日
 
皇
后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
-
平
安
朝
歌
合
に
よ
る
）
。

 
な
お
前
記
旧
本
古
典
文
学
大
系
「
狭
衣
物
語
」
解
説
等
に
よ
る
と
、
隆
国
の

妻
妾
の
一
人
宣
旨
の
兄
弟
、
頼
資
・
頼
綱
は
頼
通
の
家
司
に
属
し
て
い
た
も
よ

う
で
あ
る
。四

、
隆
国
と
天
台
宗

 
第
三
に
、
朝
妻
が
天
台
宗
と
ど
の
程
度
関
係
が
あ
っ
た
か
を
述
べ
よ
う
。

 
右
の
参
天
台
五
三
山
記
第
七
に
、
行
事
短
大
保
の
質
問
に
答
え
て
、
成
尋

は
弘
法
大
師
が
請
雨
経
を
修
し
て
雨
を
降
ら
せ
た
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
が
、
こ
の
記
事
に
続
け
て
、
更
に
張
大
隠
と
左
の
問
答
を
し
て
い
る
。

 
「
張
大
保
重
三
盛
。
閣
梨
詳
言
レ
修
二
請
雨
法
一
修
二
法
華
経
法
一
。
答
云
。
成

尋
非
二
眞
言
宗
一
。
非
一
一
弘
法
大
師
門
徒
【
。
不
レ
忍
目
請
雨
経
法
一
。
乱
言
宗
中
尚

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

三
二
此
法
一
人
爾
三
人
。
深
秘
二
口
傳
一
況
他
宗
哉
。
成
尋
是
天
台
宗
智
讃
大
師
門

へ徒
。
祖
師
従
二
青
龍
寺
法
全
和
尚
一
無
二
學
眞
言
秘
奥
一
有
二
水
天
祈
雨
一
。
秘
法

有
二
倶
黒
髪
龍
祈
雨
法
一
。
智
心
逸
面
当
修
二
法
花
法
一
所
以
何
者
。
唐
朝
直
書
寺

雲
法
師
講
二
法
花
経
一
祈
レ
雨
。
至
二
鷺
草
置
引
其
十
三
等
四
方
倶
下
之
文
一
大
感

降
レ
雨
。
加
レ
之
調
二
法
花
一
人
感
レ
雨
有
二
倉
敷
一
。
況
八
大
龍
王
皆
瞠
目
於
二
閻
浮

提
一
可
レ
降
レ
雨
受
勅
上
。
若
干
春
意
在
二
法
花
座
［
。
此
曼
陀
羅
中
列
二
黒
龍
王
一
。

因
レ
之
修
二
此
法
一
感
レ
雨
也
。
」

 
右
の
一
文
か
ら
、
前
記
永
井
氏
の
御
指
摘
の
通
り
竜
駕
が
天
台
宗
の
智
証
門

徒
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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ま
た
大
雲
寺
縁
起
（
群
書
類
従
）
を
見
る
と
、
蔓
草
は
大
雲
寺
に
多
宝
塔
を

建
立
し
9
て
い
る
が
へ
二
方
こ
の
寺
は
三
井
寺
の
別
院
で
あ
る
。
な
お
大
雲
寺
諸

堂
記
（
群
書
類
従
）
に
よ
る
と
、
遠
国
は
円
生
樹
院
、
尊
光
院
を
、
隆
国
の
子

俊
明
は
西
南
院
、
権
現
堂
を
、
蔵
原
頼
通
は
如
来
寺
を
そ
れ
ぞ
れ
大
雲
寺
に
建

立
し
て
い
る
。

 
 
（
大
雲
寺
縁
起

 
 
帝
都
北
岩
蔵
山
大
雲
寺
者
。
《
中
略
》
天
台
一
味
之
法
流
。
三
井
之
別
院
。

 
北
暉
清
潭
法
華
三
画
面
者
當
寺
之
事
也
。

 
 
成
毛
衣
閣
梨
式
事
。
《
中
略
》
如
法
院
之
東
建
立
多
士
塔
。
内
陣
三
重
壇

 
築
。
法
華
曼
陀
羅
木
像
四
十
六
奪
安
置
。
）

 
 
（
大
雲
寺
諸
堂
記

 
 
 
 
大
雲
寺
諸
夏
目
録

 
圓
生
下
院
。
本
餓
阿
彌
陀
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宇
治
大
納
言
陸
國
建
立
。

 
電
光
院
。
 
丈
六
阿
彌
陀
。
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
隆
國
建
立
。

 
西
南
院
。
 
本
奪
阿
彌
陀
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
民
部
卿
俊
明
建
立
。

 
灌
現
堂
。
 
本
四
藥
師
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
俊
明
建
立
。
，

 
如
来
寺
。
 
本
尊
阿
彌
陀
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宇
治
關
白
御
建
立
。
）

 
前
記
の
玉
井
・
永
井
氏
の
説
の
よ
う
に
、
成
尋
の
母
が
国
国
の
姉
妹
と
す
る

と
、
成
尋
は
憂
国
の
甥
に
な
る
が
、
隆
国
が
成
町
と
関
係
の
深
い
こ
と
は
、
四

散
秩
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
成
立
の
周
辺
 
一
源
隆
国
と
説
話
i

尋
が
隆
国
の
編
纂
し
た
安
養
集
を
宋
に
持
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
。

 
 
「
（
国
清
寺
の
）
寺
主
借
二
南
黒
房
安
養
集
十
帖
一
面
。
」
．
（
参
天
台
五
音

 
正
筆
 
第
二
（
延
久
四
年
）
六
月
二
十
日
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
、
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
、
）

 
 
「
寺
（
「
主
」
脱
力
）
三
二
安
院
養
集
一
無
レ
極
。
植
閣
梨
以
感
敷
。
」
（
右

 
同
 
七
月
十
日
）

 
右
の
資
料
に
よ
っ
て
、
隆
国
が
寺
門
系
統
の
影
響
を
受
け
た
と
い
っ
て
よ

い
。
1
な
お
宮
田
尚
氏
（
「
宇
治
大
納
言
物
語
の
一
側
面
」
本
誌
、
昭
和
四
十

五
年
十
一
月
）
も
宇
治
大
納
言
物
語
が
寺
門
系
に
近
し
い
立
場
に
立
つ
作
品
で

あ
る
と
い
う
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

 
隆
国
は
横
川
の
浄
土
教
か
ら
の
影
響
も
受
け
た
も
よ
う
で
あ
る
。

 
三
国
の
兄
、
源
顕
基
は
後
一
条
天
皇
の
寵
臣
で
あ
っ
た
が
、
天
皇
の
崩
御
後

横
川
で
出
家
し
て
い
る
（
続
本
朝
往
生
伝
、
後
拾
遺
和
歌
集
第
十
七
 
等
y
。

、
今
日
、
滋
賀
県
坂
本
の
西
教
寺
に
源
緬
羊
撰
「
安
養
集
」
十
巻
が
現
存
し
て

い
る
。
安
養
集
の
各
巻
の
始
め
に
「
本
南
泉
房
大
納
言
与
二
延
暦
寺
阿
黒
鼠
敷

人
一
共
集
」
の
注
記
が
あ
る
。
一
方
、
奥
書
は

 
「
右
者
以
二
宝
園
院
本
一
令
二
書
写
一
之
者
也

 
 
明
暦
武
輌
歳
 
八
月
吉
日

 
．
江
州
栗
太
郡
芦
浦
観
音
寺
舜
興
蔵
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
西
教
寺
所
蔵
本
は
江
戸
時
代
後
期
の

写
本
な
の
で
、
右
の
注
記
が
最
初
か
ら
注
さ
れ
て
い
た
の
か
、
或
は
後
人
に
よ

っ
て
注
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
編
纂
当
時
の
事
情
を
伝
え
て
い

る
と
見
る
と
、
国
国
は
延
暦
寺
の
僧
と
共
に
安
養
集
を
編
纂
し
て
い
る
。

 
安
養
集
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
谷
隆
戒
氏
（
「
豊
隆
國
の
安
養
集
の
研
究
」
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印
度
学
仏
教
学
研
究
 
昭
和
三
十
四
年
三
月
）
、
永
井
義
憲
氏
（
「
今
昔
物
語

の
作
者
と
成
立
」
大
正
大
学
研
究
紀
要
 
昭
和
四
十
年
三
月
）
等
に
よ
っ
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
、
両
氏
に
よ
っ
て
、
印
度
、
中
国
、
日
本
の
経
、
論
、
釈
、

二
百
余
適
中
か
ら
安
養
澤
土
に
関
す
る
要
文
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

安
養
集
の
序
文
か
ら
、
国
遠
の
白
蓮
社
の
信
仰
運
動
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
、
構
成
は
、
厭
臓
、
欣
漂
、
修
学
、
感
果
、
依
報
、
正
忌
、
断
簡
の
里
門
に

分
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
更
に
七
十
八
科
に
分
れ
て
い
る
が
、
こ
の
構
成
は
源
信

僧
都
の
往
生
要
集
に
倣
っ
て
い
る
ζ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
1
な
お
安
養
集

に
つ
い
て
は
、
岡
一
男
早
稲
田
大
学
各
誉
教
授
よ
り
お
借
り
し
た
岡
崎
知
子
氏

の
「
源
下
国
の
安
養
集
に
つ
い
て
の
簡
単
な
メ
モ
」
に
負
う
所
が
大
き
い
。
）

 
 
〈
安
養
集
序
第
一

 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
ナ
シ
ウ
シ
 
ヲ
 
 
ケ
テ
 
ヲ
 
 
 
 
 
ス

 
縞
素
三
極
樂
世
界
一
之
輩
数
十
人
、
朋
 
心
一
魍
 
誠
一
撰
下
 
集
 
天
竺

 
 
ノ
 
 
 
 
ノ
 
ノ
 
 
 
 
カ
ニ
 
 
ノ
 
ヲ

震
旦
顯
密
聖
教
、
本
朝
人
師
抄
出
私
記
二
百
蘇
巻
中
、
繹
阿
彌
陀
功
徳
一

 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
チ
 
ヘ
リ
シ
テ
ト
 

ト
チ

之
要
文
上
 
、
殺
青
甫
就
 
情
索
相
馬
、
約
 
爲
十
巻
一
、
名
安
養
集
一
、
蓋
乃

 
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

具
足
十
念
一
往
生
西
方
之
故
也
、
昔
東
桜
繹
恵
遠
与
高
士
老
嬢
前
轍
二
百
ニ

 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
シ
テ
 
ノ
ヲ
 
 
 
 
 
 
 

テ
ノ

十
三
人
目
於
満
山
厳
下
修
 
強
土
業
一
臨
終
正
時
、
聖
衆
來
迎
、
思
二
其
勝

 
ヲ
 
ヒ
ソ
カ
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ト
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
ノ
 
 
ニ
 
ニ
グ
ル
コ
ト

燭
一
、
 
要
所
庶
幾
也
、
夫
蒼
蝿
之
飛
 
不
里
中
歩
、
適
託
騨
尾
一
得
 
絶

 
 
 
ワ
レ
 
ラ

堀
上
、
濃
・
等
罪
障
錐
深
一
、
修
練
錐
淺
一
、
若
乗
彌
陀
之
慈
悲
一
、
殺
到
安
養
之

 
 
 
 
 
 
ニ
テ
ノ
ヲ
 
シ
 
キ
ノ
ヲ
 

ノ
ク

宝
池
、
凡
蕨
目
視
其
事
、
而
随
喜
、
同
聞
斯
文
而
露
依
之
者
、
元
親
一

 
 
 
 
 
ド
フ
ム

王
十
一
、
願
開
 
引
接
集
云
爾

  

ﾀ
養
集
巻
篁
絵
鑑
縷
言
。
莚
暦
寺
書

写
磯
二
警
鑑
鶴
瀬
纏
探
難
三
修
二
四
感
果
五

依
報
 
六
正
報
 
七
断
簡
）

 
私
は
以
前
（
「
申
古
説
話
文
学
研
究
序
説
」
桜
楓
社
）
、
・
三
宝
絵
詞
、
日
本

往
生
極
楽
記
、
今
昔
物
語
集
等
、
説
話
集
の
編
集
の
基
盤
を
考
え
る
時
に
、
源

信
僧
都
、
ま
た
は
横
川
を
中
心
と
す
る
浄
土
教
家
か
ら
の
影
響
を
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
『
大
納
言
物
語
』
に
直
接
ど
の
程
度

浄
土
教
の
影
響
が
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
隆
国
の
考
え
方
、
思
想
に
浄

土
教
の
影
響
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
、
隆
国
の
性
格

 
隆
国
の
性
格
1
す
で
に
片
寄
正
義
氏
（
「
今
昔
物
語
集
の
研
究
」
上
）
、
長

野
嘗
一
氏
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
1
に
つ
い
で
記
す
と
、
人
の
失
敗

や
一
寸
し
た
事
件
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
。

 
一
、
小
右
記
 
万
寿
二
年
目
一
〇
錺
）
二
月
九
日
の
条
、
古
事
談
第
一
「
行

成
書
斉
信
之
失
錯
子
扇
事
」
に
左
の
話
が
あ
る
。

 
 
踏
歌
節
会
で
大
納
言
藤
原
斉
信
が
失
錯
し
た
。
権
大
納
言
藤
原
行
成
は
そ

 
の
失
錯
を
暦
に
記
す
た
め
に
扇
に
書
い
て
お
い
た
。
行
成
は
そ
の
扇
を
家
に

 
置
い
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
子
の
行
詰
が
そ
の
扇
を
と
っ
て
参
内
し
た
。
隆
国

 
は
そ
れ
を
見
て
人
々
に
披
露
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
斉
信
は
恨
ん
だ
と
い

 
フ
つ
。

 
 
（
後
一
条
院
御
時
。
層
踏
歌
節
会
出
御
三
時
。
乍
・
立
三
位
中
将
黒
房
。
大
納

 
言
斉
信
卿
称
二
警
踵
旧
事
一
。
権
大
納
言
行
成
卿
注
二
半
失
錯
於
扇
一
。
三
二
臥

・
内
一
。
而
子
息
少
将
行
影
取
二
件
扇
一
参
内
。
隆
国
相
二
等
自
扇
一
見
レ
之
。
三
二

 
愚
闇
失
礼
事
ニ
ム
々
。
翻
印
披
露
一
之
条
。
蛸
壷
卿
怨
恨
無
・
極
云
々
。
行
成
卿

 
云
。
為
・
記
・
暦
。
先
注
・
扇
。
為
・
不
・
忘
二
三
日
合
一
。
寒
行
諸
生
・
之
参
内
。

（28）
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後
聞
二
此
事
一
極
不
便
云
々
。
本
自
不
快
之
中
也
。
若
作
二
不
レ
知
顔
一
及
二
多
聞
【

欺
。
斉
毒
言
所
レ
怨
上
通
・
然
。
至
二
失
錯
暑
。
可
レ
無
・
所
・
遁
鰍
云
々
1
古
事

談
に
よ
る
。
）

 
二
、
大
鏡
「
太
政
大
臣
公
子
」
に
左
の
話
を
載
せ
る
。

 
 
頭
中
将
源
顕
基
の
若
君
（
資
糧
）
の
五
十
日
の
誕
生
祝
い
の
時
、
母
方
の

 
皇
祖
父
、
藤
原
町
季
が
祝
い
の
餅
を
く
く
ま
せ
た
。
そ
の
時
若
君
が
泣
い
た

 
の
で
、
公
季
の
子
の
実
成
が
「
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
む
ず
か
る
の
か
。
」

 
と
言
っ
た
時
、
公
季
は
「
お
前
も
そ
う
だ
っ
た
よ
。
」
と
言
っ
た
の
で
、
人

．
々
は
笑
っ
た
。
申
で
も
隆
国
は
い
つ
も
思
い
出
し
て
は
笑
っ
た
と
い
う
。

 
 
（
頭
ノ
中
腎
顕
基
の
君
の
御
若
君
資
綱
お
は
す
と
か
な
。
五
十
日
を
ぱ
四
條

 
に
渡
し
き
こ
え
て
、
太
政
大
臣
殿
公
季
こ
そ
く
く
め
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
。
御

 
祖
父
の
右
衛
門
ノ
督
早
成
ぞ
抱
き
き
こ
え
た
ま
へ
る
に
、
こ
の
若
君
の
泣
き
た

 
ま
へ
ば
、
實
成
「
例
は
か
く
も
む
つ
か
ら
ぬ
に
、
い
か
な
れ
ば
か
か
ら
む
。
」

 
と
右
衛
門
・
督
、
た
ち
み
慰
め
π
ま
ひ
け
れ
ば
、
男
嫌
「
お
の
つ
か
ら
児
は
さ

 
こ
そ
は
あ
れ
、
ま
し
も
さ
ぞ
あ
り
し
。
」
と
、
太
政
大
臣
殿
公
季
の
た
ま
は

 
せ
け
る
に
こ
そ
、
さ
る
べ
き
人
々
参
り
た
ま
へ
り
け
る
、
皆
ほ
ほ
ゑ
み
た
ま

 
ひ
け
れ
。
中
に
も
四
位
ノ
少
將
隆
國
の
君
は
、
常
に
思
ひ
出
で
て
こ
そ
、
今

 
に
笑
ひ
た
ま
ふ
な
れ
。
）

 
以
上
、
隆
国
が
説
話
集
を
編
纂
す
る
た
め
の
文
学
的
環
境
、
性
格
等
を
述
べ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
隆
国
が
宇
治
大
納
言
物
語
を
編
集
す
る
こ
と
の
で
き
る
諸

条
件
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
よ
う
。

付
 
隆
国
の
意
図

散
侠
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
成
立
の
周
辺
 
一
三
隆
国
と
説
話
一

 
今
日
、
『
大
納
言
物
語
』
か
ら
の
引
用
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
話
が
諸
文
献
に
．

見
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
中
に
は
、
余
慶
僧
正
が
空
也
聖
人
の
腎
を
祈
り
直
し

た
話
（
園
城
寺
伝
記
所
収
）
、
藤
原
為
時
が
源
氏
物
語
を
書
い
た
話
（
花
鳥
余

情
）
等
、
宇
治
拾
遺
物
語
等
に
同
話
が
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
れ
ら
の
話
は
宇

治
拾
遺
物
語
あ
た
り
か
ら
の
引
用
で
、
直
接
隆
国
撰
宇
治
大
納
言
物
語
か
ら
の

引
用
と
す
る
こ
と
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
（
片
寄
正
義
氏
「
今
昔

物
語
集
の
研
究
」
上
。
小
内
一
明
氏
「
小
世
継
物
語
伝
補
考
」
e
大
東
文
化
大

学
紀
要
、
昭
和
四
十
四
年
一
月
）
。
従
来
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
こ
の
両
話
を
一

応
除
外
し
、
他
の
話
の
大
部
分
が
『
大
納
言
物
語
』
に
あ
っ
た
と
仮
定
し
た
場

合
、
そ
れ
ら
の
話
を
含
む
『
大
納
言
物
語
』
は
読
者
・
享
受
者
に
ど
の
よ
う
に

扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
故
池
田
亀
鑑
氏
（
「
説
話
文
学
に
於
け
る
知
足
院
関
白
の
地
位
」
国
語
と
国

文
学
 
昭
和
九
年
二
月
y
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
申
外
抄
 
久
安
六
年

（
＝
い
O
）
八
月
条
に
、
藤
原
忠
実
が
幼
少
の
頃
に
女
房
が
『
大
納
言
物
語
』
を

読
む
の
を
聞
い
た
と
あ
る
。
ま
た
片
寄
氏
の
御
指
摘
の
よ
う
に
、
和
歌
色
葉
（

五
、
撰
抄
時
代
者
付
言
集
口
伝
物
語
）
に
「
在
中
将
の
伊
勢
物
語
、
在
賢
士
春

が
大
和
物
語
、
宇
治
大
納
言
、
狭
衣
の
大
将
、
山
蔭
の
中
納
言
、
有
馬
の
王
子
、

海
人
し
ら
㌧
、
孔
雀
の
御
子
、
す
ゴ
り
わ
り
、
宇
治
の
は
し
ひ
め
、
住
吉
、
源

氏
、
世
継
、
し
の
び
ね
、
か
や
う
な
る
物
語
、
し
な
み
＼
に
侍
り
。
」
と
記

す
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
和
文
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
女
房
達
の
読
む
物
語

の
系
列
の
中
に
置
か
れ
て
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

 
『
大
納
言
物
語
』
は
、
今
日
で
は
、
印
度
・
申
国
の
話
と
共
に
日
本
の
世
間

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
甑

話
を
集
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
源
氏
物
語
・
狭
衣
物
語
の
系
列
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
ロ
コ
ハ

り
は
む
し
ろ
日
本
霊
異
記
・
日
本
往
生
極
楽
記
の
系
列
に
近
い
と
考
え
ら
れ
て
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、

い
る
。
た
だ
し
『
大
納
言
物
語
』
を
『
霊
異
記
』
等
と
共
に
説
話
文
学
の
ジ
ャ

ン
ル
内
に
位
置
づ
け
る
と
し
て
も
、
「
霊
異
記
』
『
往
生
極
楽
記
』
ほ
ど
仏
教

的
色
彩
も
目
的
意
識
も
濃
く
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
り
趣
味
的
な
意
図
で
話
を
集

め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
譲
国
が
こ
の
物
語
を
編
集
す
る
場

合
、
人
々
の
語
っ
た
世
間
話
を
主
に
集
め
た
と
し
て
も
、
一
方
で
は
仮
作
物
語

に
対
す
る
意
識
が
働
か
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
・
前
述
し
た

よ
う
に
、
興
国
と
再
婚
し
た
と
い
わ
れ
る
六
条
斎
院
宣
旨
が
粒
子
内
親
王
に
仕

え
、
堤
中
納
言
物
語
の
作
者
小
式
部
等
と
共
に
物
語
合
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら

も
間
接
的
な
影
響
を
受
け
た
か
も
し
れ
な
い
。
内
親
王
・
宣
旨
と
も
に
物
語
に

対
す
る
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
現
存
す
る
『
大
納
言
物
語
』

の
話
か
ら
推
測
す
る
と
、
一
方
で
は
仏
教
的
な
霊
験
・
奇
瑞
話
が
あ
る
が
、
他

方
源
氏
物
語
「
末
摘
花
」
巻
の
一
素
核
に
な
っ
た
平
仲
墨
塗
り
の
話
（
異
本
紫

明
抄
・
河
海
抄
一
同
話
は
古
本
説
話
集
第
十
九
）
が
あ
る
し
、
ま
た
敦
忠
が
「

殿
守
の
と
も
の
宮
人
心
あ
ら
ば
」
と
歌
を
よ
ん
だ
話
（
宝
物
集
-
同
話
と
思
わ

れ
る
話
が
今
昔
物
語
集
巻
二
十
四
第
三
十
二
に
あ
る
）
が
あ
る
等
、
物
語
や
和

歌
と
関
連
す
る
話
が
あ
る
。
現
存
の
断
片
的
で
、
し
か
も
ご
く
少
数
の
話
か
ら

で
も
『
大
納
言
物
語
」
は
い
ろ
く
の
傾
向
の
話
が
あ
る
の
で
、
隆
国
が
ど
の

種
類
の
傾
向
の
話
を
選
ん
だ
の
か
を
き
め
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、
右
の
資

料
に
よ
っ
て
、
物
語
や
歌
話
に
対
す
る
意
識
も
持
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
は
で

き
よ
う
。

注
2
、
本
論
文
に
引
用
し
た
主
な
本
文
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
古
曲
ハ
文
学
大
系
i
狭
衣
物
語
・
日
本
霊
異
記
・
今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾

遺
物
語
・
愚
管
抄
・
栄
花
物
語
・
古
今
著
聞
集
。

岩
波
文
庫
-
古
本
説
話
集
。
群
書
類
従
「
江
談
抄
。
雑
誌
「
建
築
史
」
一
七

大
寺
巡
礼
私
記
、
新
訂
増
徳
国
史
大
系
-
古
事
談
。
島
津
草
子
氏
「
成
尋
早

旦
梨
母
集
・
参
天
台
五
皇
触
発
の
研
究
」
一
成
堕
落
閣
梨
母
集
・
参
天
台
五

璽
山
記
。
史
料
大
観
1
台
記
。
な
お
宇
治
大
納
言
物
語
・
今
昔
物
語
集
・
宇

治
拾
遺
物
語
は
『
大
納
言
物
語
」
・
『
今
昔
』
・
「
宇
治
拾
遺
』
の
略
称
を

用
い
た
。
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注
1
、
津
本
信
博
氏
「
（
早
稲
田
大
学
「
国
文
学
研
究
」
五
十
五
集
）
は
、
成

尋
阿
閣
梨
母
集
が
部
分
的
他
撰
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
述
べ
て
お
ら

れ
る
。


